
越前市では、2017年成人式で「帰郷に関するアンケート調査」を2017年1月8日に各地区公民館において実施しました。
対象者953名の内、536名の新成人の方からご協力をいただきました。。

調査元：越前市役所 企画部 政策推進課 総合戦略推進室
〒915-8530 福井県越前市府中一丁目13-7 電話:0778-22-3016 Email:kikaku@city.echizen.lg.jp
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5% 1．ずっと言われてきた（すごく感じて
きた）

2．たまに言われてきた又は最近に
なって言われ始めた（少し感じた）

3．好きにしていいと言われてきた
（あまり感じていなかった）

4．全く言われなかった（全く感じな
かった）

無回答

これまで、家族（親、祖父母等）から「越前市に帰ってきてほしい（住んで
ほしい）」ということを言われてきましたか。または、そういう思いを感じてきま
したか。
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1．これからも住み続けたい
（帰ってきたい）

2．住みたいが、生活のために
は市外に住むことも仕方がない

3．住みたくない（帰ってきたく
ない）

無回答

これから先も越前市に住み続けたいですか。または、将来帰ってきたいですか。
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1．家族（親、祖父母等）の
思いに応えたい

2．（家族の思いに応えたい
が、）就きたい職業の事などを考
えると、仕方がない

3．（家族の思いに関わら
ず、）自分自身で決めたい

無回答

前問の回答について、自分自身はどのように思っていましたか。
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家族から「越前市に帰ってきてほしい」と”ずっと
言われてきた”は16%。“全く言われなかった”
は29%。
『これまで、家族（親、祖父母等）から「越前市に帰っ
てきてほしい（住んでほしい）」ということを言われてきまし
たか。』という問いに対して、”ずっと言われてきた”が
16%、”たまに言われてきた又は最近になって言われ始め
た”が22%で合わせて4割弱いる一方、”好きにしていいと
言われてきた”が28%、”全く言われなかった”が29%で合
わせて6割弱でした。（図1）

家族から「越前市に帰ってきてほしい」とずっと言われてきた新成人の約６割が「家族の思いに応え
たい」、「帰ってきたい」と考えています。
それでは、家族の思いに対して子どもたちはどのように将
来を考えるのでしょうか。
まず、“ずっと”言われてきた新成人ほど「家族の思いに応
えたい」と強く思う傾向にあります。（図2）

また、”ずっと”言われてきた場合は「帰ってきたい」が63%
であったのに対し、“ずっと”以外の場合は大きな差が見ら
れず「帰ってきたい」が4割前後でした。（図3）

新成人にとって越前市の住みよい点第1位は「まちが安全で安心してくらせる」（39%）です。
新成人にとって生まれ育ったこの越前市は「まちが安全で
安心してくらせる」（39%）、「緑や水辺などの自然が多
い」（36%）ことが住みよいと感じています。（図4）

家族から「越前市に帰ってきてほしい」と
ずっと言われてきた新成人の約６割が「帰ってきたい」と考えています。

少子化や大都市への転出に伴い地方の人口は急速に減少し、越前市でも年々減少しています。越前市の人口減少に影
響を与える要因の一つに若い世代の定着率、Uターン率の低さがあります。アンケートでは、”家族から「越前市に帰ってきてほ
しい」と言われてきたか”と、”本人が将来帰ってきたいと思うか”とに、互いに関係があるかなどを調べました。

住みよい点 割合
１．まちが安全で安心してくらせる 39%
２．緑や水辺などの自然が多い 36%
３．子育てしやすい 16%

市からのお願い
4

このアンケートから、若い世代が帰ってくる（住み続ける）という意識の形成には、子どもたちに「帰ってきて（住み続け
て）ほしい」というご家族の気持ちをしっかり伝えることが大切という結果となりました。本市としても、ふるさと越前市の良さ、
地元のために働くという意味、かけがえのない暮らしを次の世代に伝え、本市の人口を維持していくためにも、ご家族から
「帰ってきて（住み続けて）ほしい」 という想いを言葉にしてお伝えいただきますようお願いします。

2017年成人式「はたちのジモト愛アンケート」集計結果


